
研究紹介

修士論文
・高齢化・過疎化を前提として、中山間地域で生活を送れるような仕組みを考える
移動を確保する→有償運送・ライドシェア（住民同士で助け合って移動する）
生活サービスを確保する→移動販売・移動医療
どうあるべきなのかをアンケートデータを活用して研究していきたい

研究のテーマ
・中山間地域の交通弱者の問題
・高齢化・過疎化の進行により、
公共交通のサービスレベルが低下している
→車移動が困難な高齢者や学生の移動手段が少ない

・愛媛県久万高原町（面河村）にて行った
移動実態調査アンケートデータ
→一般的な1日の移動について
移動頻度、移動手段など

・卒論：基礎的な分析
→外出回数
→別居する家族・知人、医療機関等の送迎の存在

M2 安田雄亮
・出身：香川県
・趣味：バスケットボール、音楽を聞くこと

・学部：愛媛大学工学部

久万高原町 バス路線図

週あたり外出回数
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